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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,58 45,88 +0,30 46,17 -0,29

USD / BRL Spot BRL 2,2312 2,2243 -0,0069 2,2149 +0,0094

USD / JPY Spot JPY 101,70 102,04 +0,34 102,26 -0,22

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.102 54.807 -295 53.907 +900

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 138,5 138,7 +0,2 148,2 -9,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 12,22 -0,49

DI Future Jul15（金利先物） % 11,05 10,97 -0,08 11,47 -0,50

3 Months US Dollar Libor % 0,231 0,232 +0,001 0,224 +0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 308,6 310,0 +1,4 306,8 +3,2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年6月16日

Indicator Unit 6月12日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は上下に振らされながら若干のレアル高となる展開でした。
朝方はイラク情勢の緊迫化を受けてリスク回避圧力が高まったため前日比レアル安の２．２３台半ばから
始まりました。一時的に２．２４近辺での取引となりましたが、４月の経済活動指数が市場予想を上回った
ためレアル売りは続かず、反転レアル買いとなって２．２３台を割り込みました。午後は週末を控えて小動きと
なり、結局２．２２台半ばで引けています。

週末にＳＥＮＳＵＳの大統領選に関する世論調査が発表されました。それによると、ルセフ大統領の予想
得票率は３５％から３４％へ低下し、ネーベス氏及びカンポス氏は２３．７％から２４．１％、１１％から１１．３
％へそれぞれ上昇しました。変化は小さいものながらこれまでの流れが継続している形です。ルセフ大統領
はＷ杯の開会式でブーイングを受けることを避けるためスピーチを取りやめましたが、観戦に現われただけ
でブーイングを浴びてしまいました。このような状態でもルセフ大統領は外圧に屈しない姿勢を貫いており、
支持率低下に歯止めがかかる可能性は低いままです。今朝発表された週次サーベイでは今年末及び来年
末の成長率見通しが１．４４％から１．２４％、１．８％から１．７３％へそれぞれ下落し、最低水準の更新が
続いています。市場からの催促に現政権がどのように反応するのか注目です。
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